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【目的】 
身体機能や認知機能の維持・向上の効果が報告さ

れているスクエアステップエクササイズ専用のマッ

トを活用した新たなレクリエーションとして“スポ

ーツお手玉”が開発された。スポーツお手玉の普及

を目指すことや、誰もが楽しめる新たなレクリエー

ションを開発する上で、その特性を把握することが

必要である。それだけでなく、今後スポーツお手玉

が身体機能および認知機能の維持・向上に役立つレ

クリエーションであるかを検討する際の資料を作成

することも必要である。そこで、本研究では、スポ

ーツお手玉のスコアと身体機能および認知機能との

関連性を検討することを目的とした。 
【方法】 
	 本研究では、平成 26年 5月から 6月にかけて茨
城県笠間市で開催された健診事業に参加した中高齢

者のうち同年 5月に同市で開催されたスポーツお手
玉大会に参加した 113名（70.2 ± 5.5歳、男性 6名、
女性 107名）を対象者とした。基本属性を把握する
ため、年齢、性、教育年数に関する質問紙調査およ

び身長、体重の測定をおこなった。身体機能の評価

には 9項目の身体パフォーマンステストを用い、認
知機能の評価にはファイブ・コグ検査を用いた。各

評価項目について平均値および標準偏差を算出した。

スポーツお手玉の得点と基本属性、身体機能、認知

機能との関連性の検討には、Pearson の積率相関係
数を用いた。統計的有意水準は 5％未満とした。 
【結果と考察】 
	 スポーツお手玉の得点と基本属性、身体機能評価

項目との間には有意な関連はみとめられなかった。

認知機能評価項目では、言語流暢性の評価である動

物名想起課題（r = -0.201、P = 0.034）とスポーツ
お手玉の得点の間に有意な関連がみとめられた。そ

の他の項目では有意な関連はみとめられなかった。 
	 スポーツお手玉の得点と各基本属性および身体機

能評価項目との関連がみとめられなかったことから、

スポーツお手玉は性や年齢、教育年数、身体機能水

準などに関わらず、平等な条件で実践することがで

きる可能性がある。 
	 スポーツお手玉と認知機能評価項目の言語流暢性

を示す動物名想起課題との間に有意な関連が見られ

た。しかし、相関は低いため言語流暢性との関連は

弱いと考えられる。その他の認知機能評価項目につ

いてはスポーツお手玉との有意な関連はみとめられ

なかった。スポーツお手玉は狙いを定めて投げるこ

とや、投げたお手玉を自分で取りに行くことなどの

運動が巧緻性や歩行能力といった身体機能の向上に

寄与する可能性がある。また、仲間との交流を通じ

てコミュニケーションを楽しむ場としての役割を果

たすという特徴がある。 
【結論】 
スポーツお手玉と基本属性および身体機能評価項

目、認知機能評価項目との相関はいずれも弱かった。

スポーツお手玉は身体機能や認知機能に関わらず平

等に実践できるため、多くの者が楽しめるレクリエ

ーションである。スポーツお手玉を実践する場が新

たなコミュニケーションの場となることが期待され

る。 
 
表 1.基本属性とスポーツお手玉得点の相関 

表2.身体機能評価項目とスポーツお手玉得点の相関 

 
表3.認知機能評価項目とスポーツお手玉得点の相関 

 


